
第50回全国中学校ハンドボール大会

試合結果・戦評報告

競技日 令和３年８月２４日(火） 試合番号 A9 回戦 ３回戦

種別 中学生 会場 サイデン化学アリーナ

Ａチーム Ｂチーム

西條（富山） 滝ノ水（愛知）

得点合計 小計 小計 得点合計

７ｍＴＣ

第１延長後半

第２延長前半

第１延長前半

　ベスト４進出をかけた西條（富山）と滝ノ水（愛知）の準々決勝は、西條のスローオフで幕を

開ける。前半は両チームとも、GKを中心に集中したディフェンスを見せ、相手に得点を許さな

い。５分過ぎまで１－１と両チームとも一歩も引かない緊迫した試合展開となる。均衡を破った

のは滝ノ水。９分と１１分に連続得点。３－１とし２点をリードする。しかし西條もポスト

シュートを決め、すかさず１点差とする。両チームはその後も１点を争う攻防を展開。すると滝

ノ水は、２３分に１０番が倒れながらもポストシュートを決め２点差とすると勢いが生まれる。

前半終了間際にも１１番が得点し９－６と３点をリードし、前半を終えた。

　後半に入ると滝ノ水は１１番のミドル、ステップシュートなどから連続得点を挙げるとそのま

まリズムに乗り、５分までに１２－６とリード。西條を引き離しにかかる。嫌な流れを断ち切り

たい西條はタイムアウトをとり、立て直しを図る。５番のカットインシュートなどが決まり、な

んとか食らいつくが、滝ノ水のGKのナイスセーブもあり、流れは変わらない。２０分までに１

９－１２と滝ノ水が西條に対し７点をリードする。試合時間残り５分、滝ノ水は７番が２分間退

場となり、数的不利となる。一気に点差を詰めたい西條は、１１番にマンツーマンマークをしか

け勝負に出る。４番、８番が得点するも、滝ノ水は最後まで冷静に試合を運び、２０－１４で勝

利。ベスト４に進出した。
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